
村長就任式村長就任式
　４月10日（金）、染野隆嗣村長が３期目の　４月10日（金）、染野隆嗣村長が３期目の

初登庁をしました。初登庁をしました。

　玄関で役場職員に出迎えられた後、就任式　玄関で役場職員に出迎えられた後、就任式

では、３期目の決意を述べられました。では、３期目の決意を述べられました。

- 今月の主な内容 -
●●村長就任あいさつ…２村長就任あいさつ…２

●●小川村消防団出初式…４小川村消防団出初式…４

●●桜ウィーク…６～７桜ウィーク…６～７

2026(令和8)年

5vol.399
月号  
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任
期
満
了
に
伴
う
村
長
選
挙
は
３
月
24
日

（
火
）
に
告
示
さ
れ
、
現
職
の
染
野
隆
嗣
氏
（
上

野
）
が
無
投
票
で
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
３
月
29
日
（
日
）
に

選
挙
会
を
開
き
、
峯
村
公
人
委
員
長
か
ら
当
選
証

書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。
村
は
、４
月
10
日
（
金
）

に
就
任
式
を
役
場
大
会
議
室
で
開
き
、
村
長
は

「
村
民
の
期
待
に
背
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
誠
心

誠
意
４
年
間
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
。」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

◆
村
長
選
挙

　

染
野
　
隆
嗣 

村
長

　
　
三
期
目
ス
タ
ー
ト

　

こ
の
た
び
の
村
長
選
挙
に
際
し
ま
し
て
、
村
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
々
の
ご
支
援
、
お
力
添
え
を
賜
り
、
引
き
続
き
村
政
運
営
の
重
責
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
情
勢
の
複
雑
化
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
対
応
な
ど
行
政
課
題
は
多
岐

に
わ
た
り
尽
き
ま
せ
ん
。
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
方
々
の
声
を
念
頭
に
、

村
政
に
対
す
る
想
い
を
新
た
に
誠
心
誠
意
、
力
の
限
り
を
つ
く
し
職
責
を
果

た
し
て
参
り
た
い
と　

決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
発
足
以
来
の
長
期
的
課
題
で
あ
り
ま
す
人
口
減
少
対
策
は
、
今
日
に

至
っ
て
は
多
く
の
自
治
体
が
抱
え
る
、
社
会
全
体
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

進
む
人
口
減
少
、
少
子
化
に
歯
止
め
を
掛
け
る
に
は
行
政
す
べ
て
に
通
じ

る
施
策
が
必
要
で
、
一
朝
一
夕
に
叶
う
打
開
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
農
業
振
興
、
産
業
振
興
、
観
光
振
興

が
必
要
で
す
し
、
住
環
境
、
生
活
環
境
の
整
備
無
く
し
て
快
適
な
日
常
生
活

は
送
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
福
祉
、
医
療
の
充
実
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
し
、
教
育
環
境
、
子
育
て
支
援
の
充
実
な
く
し
て
、
若
者
の
定

住
は
望
め
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
本
村
な
ら
で
は
の
地
域
環
境
を
活
か
し
た
、
総
合
的
な
施
策
を
積
極
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

常
に
新
た
な
視
点
に
立
ち
、「
何
を
継
続
し
、
何
を
見
直
す
か
」　

様
々
な

課
題
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
課
題
に
最
善
を
尽
く
す
、
そ
ん
な
想
い
で
あ
り

ま
す
。

　

将
来
を
見
据
え
た
展
望
に
立
ち
、
こ
こ
に
住
む
私
た
ち
が
、
村
の
良
さ
を

実
感
で
き
る
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
村
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
村
民
の
皆

さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、
各
施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

村
民
と
行
政
、
双
方
の
顔
が
見
え
る
地
域
の
利
点
を
活
か
し
た
、
対
話
の

あ
る
行
政
を
基
本
に
、
村
政
運
営
、
各
事
業
実
施
に
向
け
、
鋭
意
取
組
ん
で

参
り
ま
す
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

村
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

４
月
11
日
（
土
）、
公
民
館
で
「
村
長

と
語
る
会
」（
小
川
村
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
33
名
が
集
ま
り
、
村
長
か

ら
、
村
の
人
口
、
平
成
の
大
合
併
か
ら
20

年
が
経
過
し
た
現
在
の
村
の
立
ち
位
置
、

村
の
財
政
、
こ
れ
か
ら
の
村
政
運
営
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、
参
加
者
と
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
、
参
加
者
は
、「
村
長
と
直
接
話
す
機

会
は
滅
多
に
な
い
の
で
よ
い
時
間
だ
っ

た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

村
長
と
語
る
会
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小
川
村
で
は
、
令
和
２
年
８
月
12
日
を

最
後
に
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
ら

ず
、
今
年
２
月
３
日
を
も
っ
て
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
２
，
０
０
０
日
を
達
成
し
現
在

も
継
続
中
で
す
。

　

４
月
20
日
（
月
）
に
、
長
野
地
域
振
興

局
に
お
い
て
、
長
野
県
交
通
安
全
運
動
推

進
本
部
顕
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
長
野
地

域
振
興
局
長
か
ら
染
野
村
長
へ
賞
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
村
内
無
事
故
の
記
録
が

続
い
て
い
く
よ
う
、
交
通
安
全
へ
の
ご
配

慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

�

２
，
０
０
０
日
達
成

　

令
和
８
年
小
川
村
議
会
第
２
回
臨
時
会
が
４
月
22
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
専
決
処
分
事
項
の
承
認
２
件
、
令
和
８
年
度
補
正
予
算
案
１
件
の

議
案
を
提
案
し
、
全
て
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
決
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
８
年
第
２
回
臨
時
議
会

令
和
８
年
第
２
回
臨
時
議
会

◇
専
決
処
分
事
項
の
承
認
◇

■
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

軽
自
動
車
税
区
分
の
変
更

　

他
、
上
位
法
令
の
改
正
に
伴
う
も
の

■
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�

（
第
９
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，
３
９
５
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
36
億
４
，
９
５
１
万
２
千
円
と

し
ま
し
た
。

　

歳
出
補
正
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
。

・
電
算
シ
ス
テ
ム
共
同
化
負
担
金

�

３
７
４
万
９
千
円

・
道
路
維
持
補
修�

７
６
０
万
円

・
除
雪
委
託
料�

２
４
０
万
円

◇
令
和
８
年
度
補
正
予
算
案
◇

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
４
，
６
３
４
万
３
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
34
億
34
万
３
千
円
と

し
ま
し
た
。

　

歳
出
補
正
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
。

・
ふ
る
さ
と
体
験
館
エ
ア
コ
ン
設
置

�

２
７
１
万
７
千
円

・
公
営
住
宅
建
設
事
業

�

１
億
６
，
３
０
０
万
円

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備

�

小
学
校　

１
，
５
３
９
万
５
千
円

�

中
学
校　

１
，
３
９
６
万
３
千
円

　

今
年
度
の
区
長
は
、
先
の
方
々
で
す
。

互
選
に
よ
り
、
区
長
会
長
に
久
田
茂
男
さ

ん
、
副
会
長
に
戸
谷
良
明
さ
ん
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度

区
長
の
皆
さ
ん

区
長
の
皆
さ
ん

区　
　

名

氏　
　

名

夏

和

山　

中　

申　

一

久

木

久　

田　

茂　

男

高

府

町

須　

賀　

真　

孝

花

尾

大
久
保　
　
　

司

上

野

清　

水　

利　

保

小
根
山
町

伊　

藤　

和　

平

立

屋

村　

越　

光　

憲

塩

沢

小　

林　

武　

郎

上

和

西　

澤　

晴　

夫

稲

丘

東

大
久
保　

和　

彦

稲

丘

西

欄　
　
　

淳　

一

成

就

山　

﨑　

一　

男

北

尾

松　

本　

一　

由

法

地

宮　

下　
　
　

守

瀬

戸

川

小　

林　

和　

人

馬

曲

伊　

藤　

賢　

治

川

手

戸　

谷　

良　

明

桐

山

保　

科　

順　

三

古

山

東

森　
　
　
　
　

豊

（
敬
称
略
）
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無
火
災
・
無
災
害
を
願
い

消
防
団
出
初
式

　

４
月
18
日
（
土
）、
小
川
中
学
校
校
庭

に
お
い
て
伝
統
あ
る
小
川
村
消
防
団
出
初

式
が
挙
行
さ
れ
、
団
員
１
１
８
人
が
出
動

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
団
員
の
永
年
の
消
防
業
務

へ
の
功
績
に
対
す
る
日
本
消
防
協
会
・
長

野
県
消
防
協
会
・
長
野
消
防
協
会
の
各
表

彰
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
根
山
分
団
に
よ
る
小
型
ポ
ン

プ
操
法
、
高
府
町
分
団
に
よ
る
ポ
ン
プ
車

操
法
、
ラ
ッ
パ
隊
に
よ
る
ラ
ッ
パ
吹
奏
が

披
露
さ
れ
る
な
ど
、
団
員
の
士
気
を
上

げ
、
令
和
８
年
度
の
無
火
災
・
無
災
害
を

強
く
願
う
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

令和８年度　小川村消防団役員
団 長 楠　　　佳　典
副 団 長 松　本　英　則
雲井分団長 佐　藤　茂　樹
高府町分団長 大　西　顕　広
上野分団長 細　川　イザケ
小根山分団長 西　沢　清　繁
飯縄分団長 西　澤　正　成
北西分団長 松　本　享　典
喇 叭 長 古　林　一　房

小
川
村
消
防
団
名
誉
団
員
に

　

前
団
長
の
久
保
田
和
司
氏

小
川
村
消
防
団
長
・

�

副
団
長
任
命

　

出
初
式
に
先
立
ち
、
名
誉
団
員
称
号
授

与
式
が
行
わ
れ
、
令
和
８
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
退
団
さ
れ
た
久
保
田
和
司
前
団
長

に
、
名
誉
団
員
の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

久
保
田
氏
は
、
昭
和
59
年
に
小
川
村
消

防
団
に
入
団
以
来
、
通
算
29
年
間
に
わ
た

り
消
防
団
の
職
務
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
平
成
30
年
か
ら
副
団
長
を
４
年

間
、
令
和
４
年
か
ら
は
団
長
を
４
年
間
お

務
め
い
た
だ
き
、
小
川
村
消
防
団
の
発
展

に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
、
小
川
村
消
防
団
長
・
副
団

長
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
長
に
楠
佳
典
さ
ん
（
塩
沢
）、
副
団

長
に
松
本
英
則
さ
ん
（
夏
和
）
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
２
年

間
で
す
。
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事
故
の
多
く
は
慣
れ
な
ど
か
ら
農
業
機

械
を
使
用
す
る
際
に
安
全
確
認
を
怠
る
こ

と
や
、
誤
っ
た
操
作
が
原
因
で
起
こ
る
、

転
倒
・
転
落
や
巻
き
込
ま
れ
に
よ
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
事
故
の
割
合
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

互
い
に
声
を
か
け
合
い
、
地
域
み
ん
な

で
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
！

◆�

死
亡
事
故
の
多
く
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
も
の
が
大
半
で
す
。

・�

前
方
だ
け
で
な
く
左
右
・
後
方
の
安
全

確
認
を
十
分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

・�

果
樹
園
や
ハ
ウ
ス
内
で
の
バ
ッ
ク
に
は

特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
手
押

し
式
耕
運
機
で
の
バ
ッ
ク
は
危
険
が
多

い
た
め
、
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

・�

転
倒
時
の
下
敷
き
防
止
に
大
き
な
効
果

が
あ
る
安
全
フ
レ
ー
ム
を
装
着
し
て
く

だ
さ
い
。

・�

急
傾
斜
地
に
は
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に

５
月
は
、

春
の
農
作
業

�
安
全
運
動
月
間
で
す
。

農
作
業
中
の
事
故
に

�

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

こ
の
時
季
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
木
の
新

芽
や
草
を
食
べ
、
森
林
を
動
き
回
り
ま
す
。

　

山
菜
取
り
や
作
業
等
で
入
山
す
る
際
に

は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
の
遭
遇
を
避
け
る

対
策
を
し
、
充
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆�

音
の
出
る
も
の
を
持
っ
て
周
囲
に
十
分

注
意
し
行
動
す
る

　

特
に
朝
夕
の
薄
暗
い
時
間
帯
や
藪
の
多

い
道
を
歩
く
場
合
は
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど

音
の
出
る
も
の
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

　

風
が
強
い
時
や
川
沿
い
の
道
で
は
、
音

の
す
る
も
の
を
携
帯
し
て
い
て
も
ク
マ
が

人
に
気
付
け
な
い
た
め
、
特
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

【
ク
マ
出
没
注
意
】

　

犬
の
飼
い
主
に
は
狂
犬
病
予
防
法
に
よ

り
、
生
後
91
日
以
上
と
な
っ
た
ら
飼
い
犬

の
登
録
（
生
涯
に
１
回
）
と
年
１
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
が
お
済
み
で
な
い
飼
い
主
の
方

は
、
役
場
住
民
係
ま
で
届
出
を
お
願
い
し

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
お
忘
れ
な
く

◆�

子
グ
マ
を
見
た
ら
立
ち
去
る

　

子
グ
マ
の
近
く
に
は
必
ず
母
グ
マ
が
い

ま
す
。

◆�

屋
外
へ
持
ち
出
し
た
飲
食
物
は
、
放
置

せ
ず
に
必
ず
持
ち
帰
る

　

生
ご
み
や
廃
果
等
の
適
切
な
処
理
の
ほ

か
、
漬
物
、
蜂
蜜
、
飼
料
、
チ
ェ
ー
ン
オ

イ
ル
、
塗
料
な
ど
ク
マ
を
誘
引
す
る
物
は

厳
重
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

目
撃
・
被
害
情
報
は
建
設
経
済
課　

産

業
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

し
ま
し
ょ
う
。

・�

慣
れ
た
作
業
、
慣
れ
た
道
で
も
安
全
確

認
を
行
い
、
慎
重
な
操
作
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

・�

機
械
の
点
検
は
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
行

い
、
作
動
確
認
は
手
足
を
近
づ
け
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

圃
場
へ
の
出
入
り
は
、
十
分
注
意
し
て

下
さ
い
。

◆�

草
刈
作
業
で
大
き
な
ケ
ガ
を
す
る
事
故

も
増
え
て
い
ま
す
。

・�
刈
払
機
の
草
な
ど
の
絡
ま
り
を
除
去
す

る
と
き
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
ま

し
ょ
う
。

・�

作
業
を
す
る
際
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
保

護
メ
ガ
ネ
な
ど
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。

・�

作
業
前
に
石
や
空
き
缶
な
ど
を
取
り
除

き
、
跳
ね
返
り
に
よ
る
ケ
ガ
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

　

慣
れ
た
作
業
で
も
安
全
確
認
を
確
実
に

行
い
、
農
作
業
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

◆
問
合
せ　

建
設
経
済
課　

産
業
係

�

☎
０
２
６

－

２
６
９

－

２
３
２
３

ま
す
。
他
市
町
村
で
登
録
さ
れ
た
犬
が
小

川
村
に
転
入
さ
れ
た
場
合
も
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の

日
時
等
に
つ
い
て
は
、
登
録
さ
れ
て
い
る

飼
い
主
の
方
に
通
知
を
送
付
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
接
種

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ　

住
民
福
祉
課　

住
民
係

�

☎
０
２
６

－

２
６
９

－

２
３
２
３
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「
桜
ウ
ィ
ー
ク
・
さ
く
ら
ま
つ
り
」
開
催
！

「
桜
ウ
ィ
ー
ク
・
さ
く
ら
ま
つ
り
」
開
催
！

　

４
月
１
日
（
水
）
～
４
月
26
日
（
日
）

桜
ウ
ィ
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

村
内
に
あ
る
16
の
施
設
に
協
賛
い
た
だ

き
、
小
川
村
に
は
桜
を
楽
し
む
大
勢
の
観

光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
村
内
に
あ
る
山
桜

は
一
斉
に
咲
き
誇
り
、
訪
れ
た
人
々
も
感

動
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

今
年
は
、
４
月
11
日
（
土
）
立
屋
・
番

所
の
桜
周
辺
に
て
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

「
さ
く
ら
横
丁
」
と
題
し
た
出
展
ブ
ー

ス
で
は
、「
歴
史
の
ふ
る
さ
と
塩
沢
」
に

よ
る
ジ
ビ
エ
料
理
の
ふ
る
ま
い
や
「
小
川

の
庄
」
に
よ
る
お
や
き
の
販
売
な
ど
多
く

の
店
舗
に
出
店
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
は

大
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

昼
の
部
の
ス
テ
ー
ジ
は
、「
太
鼓
衆
岳

響
・
美
桜
里
」
の
出
演
で
、
迫
力
あ
る
和

太
鼓
の
演
奏
が
小
川
の
山
々
に
こ
だ
ま

し
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
小

川
音
頭
愛
好
保
存
会
」
の
会
員
を
中
心
に

小
川
音
頭
を
踊
り
、
会
場
全
体
が
一
体
感

で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

夜
の
部
は
、「
小
川
村
バ
ン
ド
部
」
の

演
奏
で
ス
タ
ー
ト
し
、
会
場
全
体
が
暖
か

な
雰
囲
気
に
包
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま

た
、「
軽
井
沢
ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ィ
」

に
よ
る
素
敵
な
ラ
イ
ブ
演
奏
と
共
に
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
ほ
か
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
使
っ
て
、
桜
街

道
を
演
出
し
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
で
訪
れ

た
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

り
無
事
に
さ
く
ら
ま
つ
り
を
盛
況
の
う
ち

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
関
係
者

の
皆
さ
ま
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

力強い「岳響」のパフォーマンス

小川音頭で会場がひとつに

心癒される「小川村バンド部」の演奏

「軽井沢ジャズファクトリィ」の演奏に酔いしれる

プロジェクションマッピングで道にも満開の桜が映し出される

小
川
村
桜
ウ
ィ
ー
ク
実
行
委
員
会
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塩
沢
在
住
の
兄
妹
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー

八は
っ
た田
登と
お

生い

選
手
と
八は
っ

田た

小こ

春は
る

選
手
が
２

月
に
白
馬
村
で
開
催
さ
れ
た
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
世
界
大
会
に
出
場
し
、
登
生
選
手
は

３
位
、
小
春
選
手
は
２
位
と
い
う
結
果
を

収
め
ま
し
た
。

　

３
月
30
日
、
登
生
選
手
と
小
春
選
手
が

村
長
室
を
訪
れ
、「
競
争
が
激
し
い
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
競
技
に
日
々
不
安
を
抱
え
な

が
ら
も
、
積
み
重
ね
て
き
た
努
力
が
報
わ

れ
た
瞬
間
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
活
躍
に
期
待
で
す
。

Freeride W
orld Tour Qualifier

で
表
彰
台

二反田の桜二反田の桜

番所の桜番所の桜 立屋の桜立屋の桜

小
川
村
奨
学
金

奨
学
生
募
集

　

高
等
学
校
以
上
の
学
校
に
就
学
し
て
い

る
方
で
、
経
済
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
、

無
利
子
で
奨
学
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。
希

望
す
る
方
は
教
育
委
員
会
に
あ
る
申
請
用

紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
必
要
書
類
を
そ
ろ

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限

　
　

６
月
５
日
（
金
）

◆
貸
与
に
つ
い
て

　
　

高
校
生
…
…
月
額
２
５
，
０
０
０
円

　
　

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
生

　
　
　
　
　

…
…
月
額
３
０
，
０
０
０
円

　

初
回
の
振
り
込
み
は
８
月
で
す
。
初

回
に
は
４
月
～
８
月
分
を
振
り
込
み
、

９
月
以
降
は
、
毎
月
の
振
り
込
み
と
な

り
ま
す
。

◆
償
還
に
つ
い
て

　

借
り
た
期
間
の
２
倍
に
相
当
す
る
期

間
内
に
返
済
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
問
合
せ

　
　

小
川
村
教
育
委
員
会

�

☎
０
２
６

－

２
６
９

－

３
１
４
６

フ
リ
ー
ラ
イ
ド
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
ク
ウ
ォ
リ
フ
ァ
イ
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水
道
管
の
破
損
等
に
よ
る
漏
水
防
止
の

た
め
、
日
頃
か
ら
漏
水
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

◆�

漏
水
に
は
次
の
よ
う
な
兆
候
が
見
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①�

ト
イ
レ
の
便
器
に
常
に
水
が
流
れ
て
い

る
。
ま
た
は
、
水
面
が
揺
れ
て
い
る
。

②�

配
管
さ
れ
て
い
る
壁
や
地
面
が
常
に
濡

れ
て
い
る
。

③�

蛇
口
等
に
耳
を
近
づ
け
る
と「
シ
ュ
ー
」

と
音
が
す
る
。
な
ど

　

こ
う
し
た
兆
候
は
、
水
道
に
詳
し
く
な

い
方
で
も
気
づ
き
や
す
い
漏
水
の
し
る
し

で
す
。「
変
だ
な
？
」
と
感
じ
た
ら
、
水

道
工
事
店
に
連
絡
し
て
、
漏
水
し
て
い
る

か
否
か
、
し
っ
か
り
調
べ
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

◆
漏
水
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法

①�

家
の
中
の
水
の
流
れ
を
一
旦
止
め
る
た

め
、
蛇
口
を
す
べ
て
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

②�

メ
ー
タ
ー
の
ふ
た
を
開
け
て
、
水
道

宅
内
漏
水
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

建
設
経
済
課
上
下
水
道
係

【
小
説
】

　

サ
チ
コ�

群　

よ
う
こ

　

大
河
の
一
滴　

最
終
章

�

五
木　

寛
之

　

謎
の
香
り
は
パ
ン
屋
か
ら
２

�

土
屋
う
さ
ぎ

　

じ
ゃ
あ
、
こ
れ
は
殺
人
っ
て
こ
と
で

�

東
川　

篤
哉

【
料
理
】

　

の
せ
ご
は
ん
と
か
け
ご
は
ん

�

長
谷
川
あ
か
り

【
生
物
】

　

つ
れ
て
こ
ら
れ
た
だ
け
な
の
に

　
　

−

外
来
生
物
の
言
い
分
を
き
く

−

�

小
宮　

輝
之

【
絵
本
】

　

世
界
の
ス
タ
ー
伝
記
絵
本
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　

大
谷
翔
平
物
語

�

ニ
コ
ル
・
デ
・
ラ
ス
・
エ
ラ
ス

５
月
の
新
着
本

　
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

公
民
館
図
書
室
ぶ
っ
く
る
た
ん
ぽ
ぽ

展
示
期
間

　

５
月
２
日
（
土
）
～
５
月
27
日
（
水
）

　

火
曜
日
休
館
・
入
場
無
料

　

ふ
る
さ
と
ら
ん
ど
小
川
で
は
、
成
就
に

工
房
を
持
つ
木
工
作
家
、
大
橋
博
文
さ
ん

の
作
品
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
木
工
家

具
、
知
育
玩
具
、
木
工
雑
貨
な
ど
お
よ
そ

１
０
０
点
を
展
示
販
売
い
た
し
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

大
橋
博
文

「
い
ろ
ん
な
木
de
仕
事
」
展

ふ
る
さ
と
ら
ん
ど

メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

メ
ー
タ
ー
数
字
が
増
え
続
け
て
い
る
場

合
ま
た
は
、
画
面
右
下
の
■
マ
ー
ク
が

点
滅
し
て
い
る
場
合
は
漏
水
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

④�

ト
イ
レ
タ
ン
ク
で
水
が
流
れ
っ
ぱ
な
し

の
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

漏
水
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
水
道
工
事

店
に
修
繕
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
宅
地

内
で
の
修
繕
は
、
使
用
者
ま
た
は
所
有
者

の
費
用
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

状
況
に
よ
っ
て
は
、
使
用
料
金
が
減
額

の
対
象
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

役
場
上
下
水
道
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

漏
水
は
、
目
に
見
え
る
と
こ
ろ
だ
け
で

発
生
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

庭
の
土
の
中
、
壁
内
の
配
管
の
中
な
ど
、

様
々
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
頃

の
チ
ェ
ッ
ク
が
早
期
発
見
に
繋
が
り
ま
す

の
で
、
定
期
的
に
漏
水
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
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社　会
福祉係

【
お
ら
ほ
の
え
ん
が
わ
】

�

村
民
×
移
住
者
交
流
会

会　計
税務係

軽
自
動
車
税
減
免
制
度

空
き
家
活
用
相
談
会

総合戦略
推進室

会　計
税務係

納
期
限　
６
月
１
日（
月
）

会　計
税務係

無
料
法
律
相
談

　

ご
自
身
や
ご
親
族
が
所
有
し
て
い
る
空

き
家
に
つ
い
て
、「
売
却
を
考
え
て
い
る
」

「
取
り
壊
し
た
い
」
な
ど
の
お
悩
み
に
つ

い
て
専
門
家
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◆
日　

時　

５
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

◆
場　

所　

役
場
１
階　

相
談
室

�

※
予
約
不
要
で
す
。

　

法
律
相
談
で
は
、
土
地
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
、
相
続
登
記
、
多
重
債
務
、
振
り
込

め
詐
欺
な
ど
あ
ら
ゆ
る
法
律
に
関
す
る
問

題
に
つ
い
て
司
法
書
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

◆
日　

時　

６
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場　

所　

役
場
１
階　

相
談
室

�

※
予
約
不
要
で
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
（
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
及
び
戦
傷
病
者

手
帳
を
含
む
。）
を
お
持
ち
の
方
で
歩
行

困
難
等
の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

は
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
い
ず
れ

か
１
台
が
減
免
と
な
り
ま
す
。

申
請
期
間

　

令
和
８
年
５
月
26
日
（
火
）
ま
で

◆
申
請
・
問
合
せ

　

①
軽
自
動
車
税　

総
務
課
会
計
税
務
係

�

☎
０
２
６

－

２
６
９

－

２
３
２
３

　

②
自
動
車
税　

総
合
県
税
事
務
所

�

☎
０
２
６

－

２
３
３

－

５
１
５
１

　

納
期
ま
で
の
納
付
、
口
座
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
固
定
資
産
税
（
１
期
）

・
軽
自
動
車
税

・
水
道
使
用
料
（
４
～
５
月
分
）

　

�

※
６
月
15
日
（
月
）

・
下
水
道
使
用
料
（
４
～
５
月
分
）

�

※
６
月
15
日
（
月
）

※�

口
座
振
替
を
ご
利
用
で
軽
自
動
車
税
納

税
証
明
書
が
必
要
な
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

保　　健
センター

健
康
診
査
・
が
ん
検
診

�

追
加
募
集
に
つ
い
て

　

小
川
村
在
住
の
移
住
者
の
方
を
対
象
に

交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
小
川
村
に

移
住
し
た
け
れ
ど
、
地
域
の
方
々
と
の
触

れ
合
う
機
会
が
な
か
な
か
な
い
と
い
う
方

向
け
に
、
村
民
の
方
と
の
出
会
い
の
き
っ

か
け
づ
く
り
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
村
民

ど
な
た
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

日
時
：
６
月
１
日
（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所
：
お
ら
ほ
の
え
ん
が
わ

　
　
　

大
字
高
府
７
５
８
３

　
　
　

（
中
尾
第
一
・
道
の
駅
お
が
わ

�

か
ら
徒
歩
３
分
）

　

ご
興
味
が
あ
る
方
は
、
住
民
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

◆
問
合
せ

　

住
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

�

☎
０
２
６

－

２
６
９

－

２
３
２
３

　

今
年
度
実
施
す
る
健
康
診
査
と
が
ん
検

診
の
追
加
申
込
み
を
受
付
け
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
く

だ
さ
い
。
対
象
年
齢
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

も
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
実
施
日
程
】

・�

ヘ
ル
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

�

（
血
液
・
検
尿
・
心
電
図
な
ど
）

　

６
月
16
日
（
火
）
～
19
日
（
金
）

・
子
宮
が
ん
検
診

　

９
月
７
日
（
月
）・
10
月
26
日
（
月
）

・�

乳
が
ん
検
診

　

９
月
９
日
（
水
）・
24
日
（
木
）・

　

10
月
２
日
（
金
）

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

　

９
月
11
日
（
金
）

総務係

行
政
相
談

　

行
政
相
談
は
、
国
や
行
政
が
行
う
仕
事

に
つ
い
て
、
村
民
の
皆
様
か
ら
意
見
や
要

望
を
お
聞
き
し
、
助
言
や
改
善
を
図
っ
て

い
く
も
の
で
す
。

◆
日　

時　

６
月
２
日
（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時
ま
で

◆
場　

所　

役
場
１
階　

相
談
室

◆
相
談
委
員　

　
　

行
政
相
談
委
員　

松
下 

一
久

　
　
　
　
　
　
　
　

※
予
約
不
要
で
す
。

・
胃
が
ん
検
診
（
内
視
鏡
検
査
）

令
和
９
年
２
月
末
ま
で
、
予
約
に
て
随

時
実
施

◆
問
合
せ

　

小
川
村
保
健
セ
ン
タ
ー　

�

☎
０
２
６

－

２
６
９

－

２
１
０
４

くくらら 報報しし 情情のの
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「
広
報
お
が
わ
」
は
、
地
球
環
境
保
護
の
た
め

ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

印
刷
／
中
外
印
刷
株
式
会
社

月日 曜日 行　　　　　　　事

5.  17 日

18 月

19 火

20 水 空き家相談（役）
地域サロン（お）

21 木 教育相談（ふ）

22 金

23 土 土曜おがわ未来塾開講式（公）

24 日

25 月 こころの相談室（保）

26 火

27 水 地域サロン（お）

28 木 乳幼児健診（保）

29 金 教育委員会定例会（役）

30 土

31 日

6.   1 月 移住者交流会（お）

2 火 行政相談（役）

3 水 地域サロン（お）

4 木

5 金

6 土 土曜おがわ未来塾（公）

7 日

8 月

9 火

10 水 法律相談（役）
地域サロン（お）

11 木

12 金

13 土 サッカーフェア（中・大）
土曜おがわ未来塾（公）

14 日

（診）診療所 ／（保）保健センター ／（び）びっくらんど小川
（役）役場 ／（に）にこにこ保育園 ／（小）小学校／
（中）中学校 ／（公）公民館／（ふ）ふるさとらんど小川／
（プ）プラネタリウム館／（バ）バスティ高府／
（大）大洞グラウンド／（お）おらほのえんがわ

	

　
 　　
	
	
　　

診療所　診療担当医表（６月分）
小川村国保直営診療所　☎026-269-2279

月 火 水 木 金 土
　　 1 2 3 4 5 6

 8:30~11:15 糖尿病内科
小林由紀 整形外科

重松泰介

内科
小林和生

糖尿病内科
小林由紀

内科
篠ノ井総合病院医師

14:00~16:00

8 9 10 11 12 13

 8:30~11:15 内科
細川康雄 整形外科

重松泰介

内科
小林淳生

糖尿病内科
小林由紀

循環器
本郷実

14:00~16:00

15 16 17 18 19 20

 8:30~11:15 糖尿病内科
小林由紀 整形外科

重松泰介

内科
小林和生

糖尿病内科
小林由紀 内科

宮尾陽一

内科
宮尾陽一

14:00~16:00

22 23 24 25 26 27

 8:30~11:15 内科
細川康雄 整形外科

重松泰介

内科
小林淳生 休診 内科

小林和生

14:00~16:00

29 30

 8:30~11:15 糖尿病内科
小林由紀 整形外科

重松泰介
14:00~16:00

村の人口　　（令和８年５月１日現在  前月比）

	 人　口	 2,162 人	 −　8
	 男	 1,073 人	 −　3
	 女	 1,089 人	 −　5
	 世帯数	 1,007 戸	 ＋　1

◆お誕生おめでとう。（敬称略）
	 　氏　名	 月日
	 大
おおいし

石　彩
いろ

冬
と

（男）	  3/6
　保護者　卓矢・充　 地区　鶴牧田団地

◆ご冥福をお祈りします。（敬称略）
	 　氏　名	 月日	 　地　区
	 小林　一江	 3/1	 塩沢
	 上本　勲	 3/1	 和手
	 𠮷田　茂子	 3/28	 小根山町

◆小林淳生（小林クリニック七瀬院長）　 　◆小林由紀（糖尿病内科）
◆小林和生（小林クリニック七瀬副院長） 　◆本郷実（新町病院）
◆重松泰介（整形外科）　　　　　　　　　◆細川康雄（新町病院）
◆宮尾陽一（内科）　　　　　　　　　　　◆篠ノ井総合病院医師

（敬称略）

※診療所の受診について【お願い】
　下記に該当する方は、受診される前に電話連絡をお願いします。
　◆「咳」「発熱」「のどの痛み」などの症状がある方
　◆�家族、学校、職場等に新型コロナ・インフルエンザ陽性者がおり「風
邪症状」がある方

　ご協力をお願いします。

くくららししのの
　　カカレレンンダダーー（暦）（暦）


